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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月27日(2011.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周部に収納溝が形成され、前記収納溝内に光ファイバが収容されたスロットロッドの
外周に、押え巻テープと、シースと、を順に施してなる光ファイバケーブルにおいて、
　前記押え巻テープは、長さ方向の破断張力（Ｎ）×破断伸び（％）が１０００以下であ
ることを特徴とする光ファイバケーブル。
【請求項２】
　前記押え巻テープには、前記押え巻テープの両面を貫通する切り込みが形成されないこ
とを特徴とする請求項１に記載の光ファイバケーブル。
【請求項３】
　前記押え巻テープには、幅方向の端部に前記押え巻テープの両面を貫通する切り込みが
施されており、
　前記切り込みの間隔が前記光ファイバケーブルの長手方向の距離で８０ｍｍ以下である
ことを特徴とする請求項１に記載の光ファイバケーブル。
【請求項４】
　前記切り込みの長さは２ｍｍ以上であり、かつ、前記切り込みの長さと前記スロットロ
ッドの外径の比が１．０以下であることを特徴とする請求項３に記載の光ファイバケーブ
ル。
【請求項５】
　前記スロットロッドの外周に、粗巻き紐と、前記押え巻テープと、前記シースと、が順
に施され、
　前記押え巻テープは、前記粗巻き紐の一部が露出するように隙間を持たせて施され、そ
の上に前記シースが施されており、
　前記露出した部分の粗巻き紐は融解して元の状態よりも幅が狭い状態、あるいは切断さ
れた状態であることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の光ファイバケ
ーブル。
【請求項６】
　前記スロットロッドの外周に、粗巻き紐と、前記押え巻テープと、前記シースと、が順
に施され、
　前記粗巻き紐は前記押え巻テープと接着していることを特徴とする請求項１から請求項
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５のいずれかに記載の光ファイバケーブル。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記課題を解決するため、本発明は、外周部に収納溝が形成され、前記収納溝内に光フ
ァイバが収容されたスロットロッドの外周に、押え巻テープと、シースと、を順に施して
なる光ファイバケーブルにおいて、前記押え巻テープは、長さ方向の破断張力（Ｎ）×破
断伸び（％）が１０００以下であることを特徴とする。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、前記押え巻テープには、前記押え巻テープの両面を貫通する切り込みが形成され
なくてもよい。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、前記押え巻テープには、幅方向の端部に前記押え巻テープの両面を貫通する切り
込みが施されており、前記切り込みの間隔が前記光ファイバケーブルの長手方向の距離で
８０ｍｍ以下であってもよい。また、前記切り込みの長さは２ｍｍ以上であり、かつ、前
記切り込みの長さと前記スロットロッドの外径の比が１．０以下であることを特徴とする
。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、前記押え巻テープは、前記粗巻き紐の一部が露出するように隙間を持たせて施さ
れ、その上に前記シースが施されており、前記露出した部分の粗巻き紐は融解して元の状
態よりも幅が狭い状態、あるいは切断された状態であってもよい。
 
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、前記粗巻き紐は前記押え巻テープと接着していてもよい。
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